
 

 
６．道路交通等の一般シナリオに基づく課題抽出 
 

 前章では、被害想定結果をもとに起こり得る事態を想定し直面する課題を抽出した。しかし

被害は、震源位置、季節、時間帯などの不確定要素の影響を受けるので、この通りに被害が発

生するということはない。 

このため、本章ではこれまでに抽出された課題を踏まえた一般的なシナリオを描くことを通

して、新たに想定される課題を見出す。 

 

（１）一般シナリオの概要 

 一般シナリオは、各シナリオに含まれる局面に応じて以下の４種類を作成した。各シナリオ

の概要と主要な想定内容は以下のとおりである。 

①地震発生直後における体制構築・職員参集などのシナリオ 

 主な想定内容･･･事務所に在所する職員の行動 

帰宅している職員の行動 

これらの行動に影響を及ぼす被害や道路交通状況 

②施設等の点検等、他事務所応援などのシナリオ 

主な想定内容･･･出張所職員の行動 

他事務所からの応援者の行動 

施設点検を行う協定業者の行動 

これらの行動に影響を及ぼす被害や道路交通状況 

③道路啓開・応急復旧などのシナリオ 

主な想定内容･･･道路啓開・応急復旧を指揮する事務所の行動 

応急復旧の現場に向かう業者の行動 

これらの行動に影響を及ぼす被害や道路交通状況 

④孤立地域の救出、医療機関などのシナリオ 

主な想定内容･･･孤立地帯の救出を行う自衛隊の行動 

被災者の救助を行う消防等の医療機関の行動 

これらの行動に影響を及ぼす被害や道路交通状況 

 

（２）一般シナリオの想定結果 

一般シナリオの想定結果は、図 6－1～6－4 のとおりである。これらの一般シナリオから得られ

た新たな課題を表 6－1に整理する。 
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【在宅職員の行動】 

事務所・出張所に連絡 
通話中で不通 

ラジオ ON 
（震度６強、津波警報を確認） 

近傍の出張所へ自転車で向かう 

参集途中で国道被害を確認 

【参集中の収集情報の活用】 
参集途中の対処・行動等の規定が曖昧 

緊急的に規制を実施 

出張所に連絡・通話中で不通 

応援要請の連絡・通話中で不通 

【参集中の対応の充実】 
脆弱施設近傍に緊急資機材が備蓄

されていない 

再度、出張所に連絡、 
被害報告・応援要請（携帯電話）

応援業者に借りたカメラで 
現地を記録

国道被害写真を用いて詳細に報告 

出張所は協定業者へ応援を要請 

応援到着 

局、本省に報告・画像配信 

停電の回復・一般回線の復旧・職員が事務所、出張所に参集 

揺れを感知 

地震発生 

本格的に点検を開始 

停電発生（テレビ不能） 

【在庁（事務所）職員の行動】 

揺れを感知 

地震発生 

什器転倒・ガラス割れ 

停電発生（OA 系サーバ停止） 【システムの信頼性の低さ】 
・ ＯＡ系サーバ停止

【施設の低い耐震性】 
・ 事務所の被災／設備被害 

震度計確認 
（震度６強）を確認 

【点検業者との夜間連絡方法の確保】 
・ 協定業者との夜間の連絡方法の確保 

出張所に連絡・不通 
(マイクロ) 

【専用回線の被災・通信手段の不足】
・ マイクロ回線の不通 

出張所に連絡・状況確認 
緊急調査を指示(携帯電話) 

所長に連絡（携帯電話） 
（緊急参集命令を要請） 

緊急対策本部を設置 
緊急体制 移行 

防災担当課・職員に連絡 
一部連絡とれず（携帯電話） 

CCTV による状況確認 
夜間で暗く確認困難 

【CCTV カメラ機能の不足】 

局、本省に報告（携帯電話） 

【FAX 通信の迅速化】 
・ FAX 利用の集中による通話中状態

（通信遅延） 

停電の回復・一般回線の復旧・職員が事務所、出張所に参集 

協定業者に緊急調査を指示 
一部業者と連絡つかず 

局・自治体・公団等に連絡 
電話中 

【一般回線の輻輳による安否確認の
遅れ】 
・ 職員の安否確認の遅延、業務への

集中に対する支障 

【発生時間・被害規模など状況によ
る人員不足】 
・ 幹部が不在の際の体制構築 
・ 深夜休日における職員参集 

出張所からの FAX 多数受信 

自治体との確実な連絡方法がない 

自宅からの直行が
速いケースもある
が、作業に使用する
道具がない 

：抽出済みの課題                  ：新たに見出した課題 
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図6－1 地震発生直後における体制構築・職員参集などのシナリオ 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【巡回点検開始直後の情報空白期の存在】 

⇒ 点検開始後、状況報告が入り出すまでには時間が必要 
②【緊急車両等の通路確保】 

⇒ 高速道路の通行止めの影響で国道が渋滞し点検が遅延 

⇒ 放置車両等が点検に支障をきたす恐れ 
③【一般に包括的な協定】 

⇒ 業者が複数機関と協定の可能性 

⇒ 大規模被害時における委託業者の確実な確保 
④【点検作業の遅れ】 

⇒ 大規模被害の有無確認や的を絞った点検により時間短縮が可能 
⑤【関連機関との情報共有不足】 

⇒ 自衛隊への情報提供（自衛隊は有用だったとのこと） 
⇒ 電話回線の輻輳などもあり、関連機関（県）の交通規制情報が入手で

きず、迂回路設定に時間を要した。 
⇒ 市町村との協力体制の必要を感じた。 

⑥【点検基準・要領の未整備】 
⇒ 職員、協力会社、外部協力など、種々の主体が点検を行うが、基準・要領

がなく点検結果にばらつきが生じるおそれあり。 

⇒ 構造物の点検要領などを作成して欲しい。 
⑦【維持作業の徹底の必要性】 

⇒ 重要構造物近辺は、地震時に容易に点検できるよう除草などを行っておく

べき。 
⑧【報告様式の使い勝手】 

⇒ 対応初期に報告様式が使われなかった 
⑨【指示系統によらない指示による現場の混乱】 

⇒ 本省、局などからの多数の画像伝送等の要請 
⇒ 出張所～事務所～本局間の情報伝達における一貫性の欠如 

⇒ 事務所の指示系統を一本化すべきである。 

⑩【一般回線の輻輳による点検者との連絡の途絶】 

⇒ 携帯電話しか持たない業者との連絡が途絶

出張所概ね参集 

協定業者へ点検の要請を連絡

被害箇所の報告を受信 

業者が被災し、手配不可 他事務所に応援を要請・出発協定業者が点検へ出発

被害箇所・通行困難箇所を発見

携帯電話の不感地帯で出張所への連絡不通

２チームに分割 

通行規制を開始 電話可能な場所へ移動

出張所と維持業者へ 
連絡

規制中に 
被害箇所拡大の兆し 

２手に分かれ厳重に規制 

先に進めず 

連絡困難・点検遅延 

県道の情報を伝えようにも、
点検チームと連絡とれず 

現地に維持業者が到着規制を維持業者に依頼 

次の点検箇所へ出発 

出張所へ状況報告 出張所はようやく状況把握 

チーム合流

激しい渋滞に巻き込まれ点検開始が遅延 
（高速道路通行止めのため） 

道路状況の報告を受信 
（道路状況確認） 

徒歩で移動（先行） 車で移動（渋滞）

徒歩で移動（先行） 

橋梁被害を発見 

出張所に報告 

人数少なく規制できない 

身動きとれない

出張所に迂回路 
(県道)状況を確認 

県道の 
情報なし 

迂回路選択

迂回路が通行規制

順次点検・報告 

再度・迂回

現場到着・合流 職員による規制開始 

① 
② 

幾つかの業者は自治体 
からも点検を要請される

③ 

④ 

雑草が密生し点検が遅延 

点検もれを発見 
・再点検を要請 

⑥ 

⑦ 状況・被害を集約し 
事務所へ報告 

報告様式が整合せず 
再提出を求められる 

⑧ 

⑨ 

【出張所の行動】 【点検チーム２（他事務所応援）の行動】 【点検チーム１の行動】 

⑤ 

少ない人数の点検班で、多
くの規制と点検をするた
め、時間を要する 

被災箇所
数に対し
て人員不
足 

不慣れな他事務所管
内では注意すべき施
設位置がわかり難い

維持業者の 
手配できず

⑩ 

対応方針の判断つかず 

重大被害箇所を発見 
手前の軽微な被害箇所へ
の対応に時間をとられ、重
大被害箇所の発見に遅れ 

明確な判断 
基準の未整備 

⑩ 

被害箇所の報告を受信 

一般回線の輻輳に
よる連絡の途絶 

本局 多数の要請が

来て、派遣元･

先との調整に

手間取る 

冬季には、雪が被り被災
箇所を把握し難い 

少ない人数の点検班で、
多くの規制と点検をす
るため、時間を要する 

２チームに分割

道路状況を報告

：抽出済みの課題                  ：新たに見出した課題 
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図6－2 施設等の点検等・他事務所応援などのシナリオ



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業者の行動】 【事務所･出張所の行動】 

応急復旧ために必要となる 
資材・機材を推定 

事務所より出動要請を受ける

業者からの問い合わせを受ける

作業が不眠不休で継続

事務所等へ道路状況の問い合わせ

処置ヶ所へ至る運転可能ルートが不明

ようやく資機材を確保

応急復旧工事に着手 

業者へ連絡 

必要量が確保出来ない

一般回線の輻輳に
よる連絡の途絶 既に他の機関より 

依頼を受け出動済み 

【一般に包括的な協定】
⇒業者が複数機関と協

定の可能性 

現場までの道路が渋滞

担当する箇所より手前の復旧が 
終わっておらず、先へ進めない 

撤去した瓦礫の仮置き場が不足

【関連機関との情報共有不足】 
電話回線の輻輳などもあり、関連機関
（県）の交通規制情報が入手できず、
迂回路設定に時間を要する 

復旧戦略の不足 
優先順位づけの未実施 

事前の計画の不足 
関係機関との調整不足 連絡機器のバッテリー切れ 

人的バックアップ体制
が確立していない 

復旧戦略の不足 
優先順位づけの未実施 

被災原因が占用物件
にありそうでも、特
定が困難

点検を委託している業者
の車両を緊急車両指定に
できるか 

応急復旧箇所に到着 

周辺の地権者との調整

占有者・地元との調整

作業方針の決定

進捗状況把握・本局への連絡

作業見通し評価・指示

一般回線の輻輳に
よる連絡の遅れ 

：抽出済みの課題                  ：新たに見出した課題 
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図6－3 道路啓開・応急復旧などのシナリオ



 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本局・事務所･出張所の行動】 【医療機関・消防の行動】 【自衛隊の行動】 

知事から出動要請が入る

要請のあった地域までのルート設定

本局に道路状況を確認 事務所に規制状況を確認 

自衛隊へ情報提供（国道は一部で被災）国道＋迂回路（県道）での移動を決定

国道被災箇所に到着 

規制が未実施 

被災状況を確認しながら前進

逐次、道路状況を連絡 道路状況の報告を受信 

道路状況を局・自治体などへ提供

被害確認・救出 

家屋の下敷き・救助要請

緊急出動

道路状況を確認

道路状況を確認

孤立地帯に到着・被害確認

被災者救出・消防へ搬送依頼

孤立地帯に到着 

被災者を搬送

道路状況を確認

⑪ 

医療機関へ到着・帰還

⑫【マスコミ対応などによる負荷】 
⇒ 円滑なマスコミへの情報提供のため、対応専門の職員、部署を設置 
● 管轄外の情報が不明で、一般からの問い合わせに適切な回答が出
来ない場合があった。 

⑪【関連機関との情報共有不足】 
⇒ 自衛隊への情報提供（自衛隊は「有用だった」とのこと） 
● 電話回線の輻輳などもあり、関連機関（県）の交通規制情報が入手で

きず、迂回路設定に時間を要した。 
▲ 市町村との協力体制の必要を感じた。 

①災害時における緊急道路情報集約センターの機能の配備 
・ 国交省は、自らが情報を収集するだけでなく、災害時に緊急的に活

動を行う自衛隊や医療機関、マスコミなどからも情報を収集 
・ 高速、国道、県道などを問わず、全道路情報を収集・集約・提供 

用語が分かりにく
く、内容が正確に把
握できない 

県道の状況は不明 ① 

被災箇所数に 
対して人員不足 

協力体制が未整
備 

マスコミへ
情報提供 

⑫ ①

県道にて 
大型車通行不可能な箇所が存在 

大型車通行可能ルー
トの設定に当たり県
との調整に手間取る

最新情報を把握するため
に、その都度、事務所・出
張所に電話確認しなければ
ならない 

状況把握においての
外部機関との連携が
不足 

情報提供内容と最新状況に乖
離が生じることがある 
（提供までに時間を要する）

：抽出済みの課題                  ：新たに見出した課題 
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図6－4 孤立地域の救出、救急医療などのシナリオ



 

 

 

 

 

表 6－1 一般シナリオより得られた知見  

 想定される事項 

①地震発生直後に

おける体制構築・職

員参集などのシナ

リオ 

【事務所機能】 

〇自治体との確実な通信手段の確保 

・自治体との専用回線／一般回線のホットライン化 

【職員参集】 

〇参集中の対応の充実 

・現地近傍への緊急資機材の備蓄 

②施設等の点検等、

他事務所応援など

のシナリオ 

【点検】 

〇点検チーム（班）の柔軟性確保 

・行動中のチーム分割ルール（マニュアル化） 

〇明確な点検基準の作成 

・点検マニュアル作成 

・対応優先順位の事前検討 

【他事務所の応援】 

〇他事務所応援の有効活用 

・土地勘のない応援者への道路情報の提供 

・通常管理しない施設の概要情報の提供 

〇人員不足の場合の住民等への協力依頼 

・住民への協力依頼方法（マニュアル化） 

・担当してもらう作業の範囲、危険性の考慮（マニュアル化） 

③道路啓開・応急復

旧などのシナリオ 

〇復旧戦略の不足、優先順位付けの未実施 
・被害想定などに基づく事前の復旧戦略づくり 

〇他機関との事前調整 

④孤立地域の救出、

医療機関などのシ

ナリオ 

【事務所機能】 

〇事務所への緊急道路情報集約センター機能の配備 

・国交省は、自らが情報を収集するだけでなく、災害時に緊急的に活動

を行う自衛隊や医療機関、マスコミなどからも情報を収集 

・高速、国道、県道などを問わず、全道路情報を収集・集約・提供 
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